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はじめに 大阪いずみ市民生協 流通 BMS導入テスト手順の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
★必ずお読みください★ 
 

現在インストール可能な大阪いずみ市民生協パターンファイルは「共同購入用」と「店舗用」と分かれて

おりますが、何れのパターンファイルをご利用頂いても部門によって大阪いずみ市民生協側への配信が 

変わる事はございません。 

 

「共同購入用」「店舗用」を同一の取引先コードでお取引されている場合で、送受信履歴を分けて管理 

されたい場合は、それぞれインストールを実施し、部門毎の大阪いずみ市民生協からの配信時間毎に 

使い分けを実施ください。（何れか 1 つのパターンファイルで送受信を行っても問題はありません） 

 

なお、両方のパターンファイルをインストールされた場合は、正しくインストールされているかを 

確認する為、それぞれのパターンファイル毎に当該資料に沿ってテストを実施ください。 

 

 

例 1）取引先コード「111111」で共同購入と店舗の受発注を行っている場合 

    ⇒どちらかのパターンファイルのみでも送受信は可能です。 

     両方のパターンファイルを利用される場合は、送受信履歴がそれぞれのパターンファイル 

毎に分かれますので、ご注意ください。 

 

例 2）取引先コード「111111」で共同購入、「222222」で店舗の受発注を行っている場合 

    ⇒EDI の通信定義情報「TradeFront/6G 接続通知書（JX 手順用）」が取引先コード毎に 

     別々の場合、それぞれのパターンファイルをインストールし、それぞれ環境設定を実施 

     してください。この場合は大阪いずみ市民生協と受発注を行う場合、部門毎にパターン 

ファイルを使い分けする必要があります。 

 

EDI の通信定義情報「TradeFront/6G 接続通知書（JX 手順用）」が取引先コード毎に 

分かれていない場合、どちらかのパターンファイルのみでも送受信は可能です。 
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宅配事業で利用のお客様の場合：大阪いずみ市民生協（共同購入）【4902225000000】を選択してください。 

 

 

店舗事業で利用のお客様の場合：大阪いずみ市民生協（店舗）  【4902225000001】を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

テストは、iTERAN/AE の初期設定が行われていることが前提条件になります。 

初期設定を行っていない場合は、「かんたんセットアップガイド」を参照して設定を行ってください。 
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以上でテスト手順は完了となります。  

１-１. テスト日程の調整 ⇒ 5 ページ 

テスト日程を大阪いずみ市民生協と調整し決定します。 

※iTERAN/AE 以外での作業となります。 

２-１. 接続テスト ⇒ 6 ページ 

セットされているテストデータを受信します。 

２-２. 受注データの訂正 ⇒ 9 ページ 

受信した受注データの数量訂正を行います。 

２-３. 出荷データ送信 ⇒ 17 ページ 

受信した受注データを出荷データとして送信します。 

２-４. 帳票印字テスト ⇒ 21 ページ 

上記のテストが全て完了したことの報告を行います。 

３-１. テストデータの削除 ⇒ 24 ページ 

導入テストで利用したテストデータを削除します。 

３-２. 設定の確認 ⇒ 26 ページ 

送信モード、テストデータ削除状況、削除設定の確認を行います。 

１．事前準備 

３．本番運用開始前の準備 ※必ず実施してください。 

２．導入テスト 

２-５. 本番開始確認（報告書の提出） ⇒ 23 ページ 

上記のテストが全て完了したことの報告を行います。 



   

5 

 

 

 

 

 

１ 事前準備 

 

１-１ テスト日程の調整 

 

取引先説明会資料を参照の上、大阪いずみ市民生協とテスト日程の調整を行ってください。 

※iTERAN/AE での接続・業務確認テスト手順は当テスト手順書に記載していますので 

テスト日程の調整のみ実施をお願いします。 

 

 【テスト日程の調整】 

取引先説明会資料 「５. 各種お問合せ先」 

「・お申込みに関するお問い合わせ 

   ・テスト日程、本番運用開始日の調整」に記載の連絡先 

 

  以上で、テスト日程調整は終了です。 

引き続き次項からの“２ 導入テスト”を行ってください。 

 

 

 

  

注意 

テストは、iTERAN/AE の初期設定が行われていることが前提条件になります。 

初期設定を行っていない場合は、「かんたんセットアップガイド」を参照して設定を行ってください。 
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２ 導入テスト 

テストデータを使って業務の流れの確認を行います。当手順に従いテストを実施してください。 

 

２-１ 接続テスト 

 

２-１-１  データ受信 

 

    セットしたテストデータを全て受信します。 

※iTERAN/AE ではセンタにセットされている全データ種のデータを一括で受信します。 

 ※データ種別に受信することはできません。 

 ※複数の取引先コードが集約されている場合、全取引先コードのデータを一括で受信します。 

 

① 「利用会社」で貴社の取引先コードを選択後、「データ受信」ボタンをクリックします。 

※複数取引先コードがある場合は、何れか１つを選んでください。 

     

 

② 「受信開始」ボタンをクリックします。 
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③ 「はい」ボタンをクリックします。 

             

④ 受信結果が全て「正常」となっていることを確認します。 

「正常」となっている場合は⑤に進んでください。 

それ以外の表示がされた場合は以下の【重要１】【重要２】を確認してください。 

※受信ファイル数、件数は以下画面と異なります。 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【重要１】★以下画面が表示される場合、導入テストサポート担当までご連絡願います。 

      ※導入テストサポート担当の連絡先は「かんたんセットアップガイド」の最終ページを 

参照してください。 

           

【重要２】★「受信処理にてエラーが発生しました」（以降の文言はエラー内容によって変わります）

   という画面が表示される場合、通信設定が間違っている可能性があります。 

  “かんたんセットアップガイド”「3-6.通信設定」を再度見直してください。 
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⑤ 「閉じる」ボタンをクリックします。 

          

 

以上で“2-1-1. データ受信”は完了になります。 

引き続き“2-1-2. 受信伝票情報の確認”を行ってください。 
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２-１-２  受信伝票情報の確認 

 

  複数の取引先コードがある場合、全ての取引先コードで伝票情報をご確認ください。 

   

 

① 「利用会社」で貴社の取引先コードを選択後、「受注／出荷」ボタンをクリックします。 

     

 

② 「受注一覧」ボタンをクリックします。 
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③ 「最終納品日」の左側に「20180101」と入力し検索ボタンをクリックします。 

※「最終納品日」の右側は空白のままにしてください。 

  

 

④ 受注一覧に３行以上の伝票情報が表示されることを確認します。 

２行以下の場合、テストパターン全てが実施できないため、 

  導入テストサポート担当までご連絡願います。 

   ※導入テストサポート担当の連絡先は「かんたんセットアップガイド」の最終ページを 

参照してください。 

  

 

以上で“2-1.接続テスト”は完了になります。 

引き続き“2-2.受注データの訂正”を行ってください。 
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２-２ 受注データの訂正 

 

  複数の取引先コードがある場合、全ての取引先コードで受注データの訂正を実施してください。 

 

【事前準備】 

iTERAN の TOP 画面以外が開かれている場合は、 

画面右上の「閉じる」ボタンをクリックし iTERAN の TOP 画面まで戻ってください。 

 

① 「利用会社」で貴社の取引先コードを選択後、「受注／出荷」ボタンをクリックします。 

     

 

② 「伝票番号別数量訂正」ボタンをクリックします。 
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③ 任意の伝票番号を選択します（一部納品パターンの伝票情報を作成します）。 

  

 

 

④ 何れかの明細情報の「出荷数量」に発注数量から 1 を引いた数量を入力し Enter キーを押下しま

す。（訂正する明細はどの明細でも構いません） 

※下記の画面例では 1 明細目の出荷数量を 40 から 39 に訂正しています。 
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⑤ ２明細以上ある場合は④で数量訂正を行った明細以外は数量訂正を行わないでください。 

※下記画面例では④で 1明細目を数量訂正したため、2～5明細目は数量訂正しません。 

  

 

 

⑥ 「保存」ボタンをクリックします。 
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⑦ 「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

⑧ 任意の伝票番号を選択します（全欠品パターンの伝票情報を作成します）。 

※③～⑦で訂正した「一部納品パターン」の「伝票番号」とは別の伝票番号を選択してください。 

※画面例では３明細ある伝票となっていますが、１～４明細の伝票でも問題ありません。 
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⑨ 全ての取引明細情報の「出荷数量」に 0を入力し Enter キーを押下します。 

  

 

⑩ 「保存」ボタンをクリックします。 
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⑪ 「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

 

 

 【当手順内で数量訂正した２伝票以外の伝票について】 

   上記 ２伝票以外の伝票については、数量訂正の必要はありません。 

 

 

以上で“2-2.受注データの訂正”は完了になります。 

引き続き“2-3.出荷データ送信”を行ってください。 
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２-３ 出荷データ送信 

 

  複数の取引先コードがある場合、全ての取引先コードで出荷送信を実施してください。 

 

   【事前準備】iTERAN の TOP 画面以外が開かれている場合は、 

画面右上の「閉じる」ボタンをクリックし iTERAN の TOP 画面まで戻ってください。 

 

① 「利用会社」で貴社の取引先コードを選択後、「受注／出荷」ボタンをクリックします。 

     

 

② 「出荷確定」ボタンをクリックします。 
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③ 「検索」ボタンをクリックします。 

 

 

④ 明細一覧にテストデータが表示されることの確認後、「全選択」ボタンをクリックします。 

全行のチェックボックスにチェックが入ったことの確認後、「確定」ボタンをクリックします。 

※テストデータ件数は画面例と異なりますが、全行にチェックを入れて問題ありません。 

  



   

19 

⑤ 「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

⑥ 「閉じる」ボタンをクリックします。 

 

 

⑦ 以下メッセージに対し「はい」ボタンをクリックします。 

※「いいえ」をクリックしてしまった場合は「受注・出荷業務メニュー」の「出荷送信」ボタンを

クリックしてください。 
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⑧ 対象が「全送信」となっていることを確認し、「送信開始」ボタンをクリックします。 

 

 

 

⑨ 「はい」ボタンをクリックします。 

 

 

⑩ 「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

⑪ 大阪いずみ市民生協から検証結果が問題なしとの連絡を受領した場合は完了となります。 

※問題ありとなった場合は、導入テストサポート担当までご連絡願います。 

   導入テストサポート担当の連絡先は「かんたんセットアップガイド」の最終ページを 

参照してください。 

 

以上で“2-3.出荷データの送信”は完了になります。 

引き続き“2-4.帳票印字テスト”を行ってください。 
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２-４ 帳票印字テスト 

 

   【事前準備】iTERAN の TOP 画面以外が開かれている場合は、 

画面右上の「閉じる」ボタンをクリックし iTERAN の TOP 画面まで戻ってください。 

 

① 「利用会社」で貴社の取引先コードを選択後、「受注」ボタンをクリックします。 

※貴社の取引先コードではありません。 

     

 

② 「納品リスト出力」ボタンをクリックします。 
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③ 伝票印字用ドットインパクトプリンタの準備ができていることを確認後、「印刷」ボタンをクリッ

クします。 

※２回目以降は画面下の「対象」で「再発行」もしくは「両方」を選択の上、「印刷」ボタンをクリ

ックしてください。 

 

 

④ 伝票が枠内に正常に収まっていることを確認します。 

伝票が印字されない、枠内に収まっていない場合は以下の「伝票用プリンタ導入ガイド（ＢＭＳ版）」

を参照し、設定を行ってください。 

 

伝票用プリンタ導入ガイド（ＢＭＳ版） 

http://www.iteran.jp/download/manual/denpyoPrintManBMS_v24.pdf 

 

※印刷結果の確認は、取引先様でのセルフチェックとなります。 

 大阪いずみ市民生協／導入テストサポート担当（富士通 Japan）への送付は不要になります。 

 

以上で“2-4.帳票印字テスト”は完了になります。 

引き続き“2-5.テスト完了報告書送付”を行ってください。 

 

 

  

http://www.iteran.jp/download/manual/denpyoPrintManBMS_v24.pdf
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２-５ 本番開始確認（報告書の提出） 

 大阪いずみ市民生協から検証結果（２－３）が問題ない旨の連絡をいただき、 

「２－４．帳票印字テスト」の実施完了後、導入テストは完了になります。 

  6G ポータルサイトから「【大阪いずみ市民生協】本番開始確認書_v1.0.xlsx」をダウンロードし 

必要事項をご記入の上、メールにて以下の件名、TO、CC で送信します。 

 ※複数取引先コードをお持ちの場合はテスト完了報告書をまとめて記載してください。 

 

【件名】：大阪いずみ市民生協様ＥＤＩサービス本番開始確認書の送付「貴社の取引先コード 8 桁」

【TO 】：fjj-osakaizumi-cp@dl.jp.fujitsu.com 

※複数の取引先コードがある場合は「件名」に「貴社の取引先コード 8 桁」をカンマ区切りで全

て記載してください。 

（例）取引先コード＝11111111、22222222 がある場合 

件名：【完了連絡】テスト完了報告書の送付「11111111,22222222」 

 

 

以上で導入テストは完了になります。 

次項からの「３ 本番運用開始前の準備」も必ず実施してください。 
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３ 本番運用開始前の準備 ※必ず実施してください！ 

 

３-１ テストデータの削除 

テストデータの削除は全取引先コード共通となります。 

 

① 「データ整理設定」ボタンをクリックします。 

    

 

② 「保有期間」を「0」に変更後、「データ整理実行」ボタンをクリックします。 

※「保存」ボタンはクリックしないでください 
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③ 「はい」をクリックします。 

 

 

④ 「閉じる」ボタンをクリックして画面を閉じます。 

 

 

⑤ 「閉じる」ボタンをクリックして画面を閉じます。 
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３-２ 設定の確認 

 

３-２-１  テストデータ削除確認、設定確認 

 

複数の取引先コードがある場合、全ての取引先コードでテストデータの削除確認を実施してください。 

 

① 「受注／出荷」ボタンをクリックします。 

 

 

 

② 「受注一覧」ボタンをクリックします。 

 

 

 



 

27 

③ 「最終納品先」テキストボックス(左)に「20180101」を入力し、「検索」ボタンをクリックします。 

※入力形式は、「YYMMDD」または「YYYYMMDD」です。 

    

 

④ 何も表示されないことを確認後、「閉じる」ボタンをクリックします。 
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⑤ 「閉じる」ボタンをクリックします。 
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３-２-２  データ整理設定の確認 

データ整理設定の確認は全取引先コード共通となります。 

 

① 「各種設定」ボタンをクリックします。 

    

 

② 「データ整理設定」ボタンをクリックします。 

    

③ 「保有期間」が「0 ヵ月」以外になっていることを確認します。 

【注意】「保有期間」が「0 ヵ月」になっていると全データが削除対象となってしまうため、必ず確

認してください。 

※もし「0 ヵ月」になっていた場合は「12 ヵ月（推奨）」に変更後、「保存」ボタンをクリックして

ください。 
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以上で全ての手順は完了となります。 

右上の「閉じる」ボタンをクリックして iTERAN/AE を終了してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意 

 

 

・ 本製品の一部または全部を弊社の書面による許可なく複写・複製することは、その形態を問わず禁じ

ます。 

・ 本製品の内容・仕様は訂正・改善のため予告なく変更することがあります。 

・ Microsoft、Windows8.1、Windows10、.NET Framework は 米国 Microsoft Corporation の米国お

よびその他の国における登録商標です。 

・ 記載されている会社名、製品名は各社の登録商標または商標です。 

 

iTERAN／AE 

Copyright© 富士通 Japan 株式会社 2022 


